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はじめに 

「子ども(おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ)の読書活動は、言葉を学び、感

性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付

ける上で欠くことのできないものであることに鑑み、すべての子どもがあらゆる機会と

あらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための

環境整備が推進されなければならない。」 (平成 13年 12月制定「子どもの読書活動の

推進に関する法律」第二条) 

この基本理念にのっとり、政府は子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画を策

定すること、地方公共団体は、国の計画を基本とするとともに、当該地域の子どもの読

書活動の推進の状況を踏まえた、市町村子ども読書活動推進計画を策定するよう努めな

ければならないとされています。(第八条・第九条二項) 

国は、平成 26 年から 29 年度にかけ、学校図書館法の改正、学習指導要領の改訂等、

子どもの読書活動に関連する法制上の整備を行い、平成 30年 4月、第四次基本計画(「子

供の読書活動の推進に関する基本的な計画」)を新たに策定しました。 

本市では、平成 16年 3月に、第 1次「千葉市子ども読書活動推進計画」、その後概ね

5 年ごとに第 2 次、第 3 次計画を策定し、1 か月間に読んだ本が０冊の児童生徒の割合

(不読率)が目標を達成する一方、読書習慣の形成や、情報通信手段の普及・多様化等の

子どもの読書活動を取り巻く環境の変化への対応は課題です。 

近年、生産人口の減少、グローバル化の進展や絶え間ない技術革新により、社会構造

や雇用環境は大きく、また急速に変化し、予測が困難な時代になりました。世界的な新

型コロナウイルス感染症の流行による影響も、その変化のスピードに拍車をかけていま

す。あらゆる分野の多様な情報に触れることが容易になる一方で、視覚的な情報と言葉

の結びつきが希薄になり、知覚した情報を吟味したり、文章の構造や内容を的確に捉え

たりしながら読み解くことが少なくなっているのではないかとの指摘もあります。 

子どもたちには、様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決してい

くことや様々な情報を見極め新たな価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中で、

目的を再構築できることが求められています。そのような中、精査した情報を基に自分

の考えを形成し表現するなどの「新しい時代に必要となる資質・能力」を育むことに資

する点からも、読書活動の重要性は高く、その環境を整えることは、未来を生きる子ど

もたちへの大人たち(家庭・地域・学校・行政)の大きな責務であると考えます。 

令和 3年 1月 1日、千葉市は、市制 100周年を迎えました。「百の歴史を千の未来へ」 

この大きな節目に当たり、千葉市の子どもたちの健やかな成長に資することを目的と

して、第 4次千葉市子ども読書活動推進計画を策定し、家庭、地域、学校等の連携・協

力を重視した施策を総合的かつ計画的に推進してまいります。 
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2  第Ⅰ章 第３次計画における状況 

 

 

平成２８年に策定した第３次子ども読書活動推進計画では、１４０（再掲

除く１０５）の事業を展開し、その進捗状況を図るため、４つの目標とする

数値を定め計画を推進しました。 

このうち、「1か月間に読んだ本が０冊の児童生徒の割合（不読率）」につ

いては、目標を達成していますが、その他の指標については、現状値が目標

値に達していない状況となっています。 

１ 主な取組 

（１） 読書手帳の配布 

（２） ブックスタート事業の実施 

（３） みずほハスの花図書館の整備 

（４） ファミリー読書月間の制定 

（５） 小中学校での全校一斉読書活動等の推進 

（６） 子育て応援コーナーの設置          

  

２ 成果（目標とする数値に対する状況）  

①  １か月間に読んだ本が０冊の児童生徒の割合（不読率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅰ章 第３次計画における状況の検証 

図１ １か月間に読んだ本が０冊の児童生徒の割合（不読率） 
出典）千葉市児童生徒の読書量調査 

 

（目標数値） 

（目標数値） 

（平成 26 年度） 
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図２ １週間に１時間以上読書をした児童生徒の割合 
出典）千葉市学力状況調査 
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１か月間に読んだ本が０冊の児童生徒の割合（不読率）は、読書に親しむ

児童生徒の割合が増えると、数値が減少します。本市の小学生・中学生共に

全国平均と比べて大変低く、目標の数値を達成しています。これは、多くの

小学校・中学校で一斉読書を実施したり、中学校を中心に朝読書を実施した

りするなど、学校での取組の成果が表れています。 

 

② １週間に１時間以上読書をした児童生徒の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止による休校措置のため未実施。 

 

図３ インターネット利用率 
出典）内閣府『令和元年度青少年のインターネット利用環境実態調査』

 

 

未実施※

（※） 

（目標数値） 

（％） 

平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

小学生 3.8 4.8 4.0 5.6 8.1 6.8 

中学生 15.0 13.4 15.4 15.0 15.3 12.5 

 表 1 １か月間に読んだ本が０冊の児童生徒の割合（不読率） - 全国 - 

出典)公益社団法人全国学校図書館協議会・株式会社毎日新聞社『学校読書調査』 
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図４ 児童生徒のスマートフォンの利用時間（平日１日あたり２時間以上） 
出典）内閣府『青少年のインターネット利用環境実態調査』 

 

図５ 各メディアの利用時間（学年別） 
出典）東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所『子どもたちの読書活動の実態に関して』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１週間に１時間以上読書をした児童生徒の割合について、小学５年生は、平

成２９年度は顕著な増加が見られますが、いずれの学年おいても減少傾向が見

られます。（Ｐ３５（３）参照） 

小学校と中学校で比較すると、年齢（学年）が上がるにつれて読書をしなく 
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なる傾向が見られますが、これは勉強やスマートフォンの普及・インターネッ

ト利用の増加による影響等により、家庭での読書の時間を十分確保できていな

い可能性が考えられます。 

 

③  児童用図書の貸出冊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童用図書の貸出冊数については、児童数の減少に伴い減少していますが、

児童生徒（小・中学生）一人当たりへの児童用図書の貸出冊数でみると、ほぼ

横ばいです。  

　（冊）
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

冊数 21.37 21.39 21.93 21.61 21.26
　　　　　

　（冊）
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

冊数 31.87 31.92 32.76 32.07 31.58
※都道府県別全国平均（平成26年度）： 28.4冊
（平成27年度社会教育統計、平成26年度学校基本調査（文部科学省））
　　　　　※全国平均の算出方法　=　児童用図書の貸出冊数の総数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学校の児童数

表３　児童（小学生）一人当たりの児童用図書の貸出冊数  - 千葉市 -

表２　児童生徒（小・中学生）一人当たりの児童用図書の貸出冊数  - 千葉市 -

（目標数値） 

図６ 児童用図書の貸出冊数の推移 
出典）千葉市の図書館 
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図７ 団体貸出用資料の貸出冊数の推移 
出典）千葉市の図書館 

 

 また、児童（小学生）一人当たりへの児童用図書の貸出冊数でみると、全国

平均を上回っています。令和元年度については新型コロナウイルス感染症の感

染防止のための休館等による影響も考えられます。 

 

④  団体貸出用資料の貸出冊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体貸出用資料の貸出冊数は、ほぼ横ばいです。小学校では約６０％、中

学校では約３５％の活用がありましたが、「仕事」や「昆虫」等の貸出セット

の必要な時期が多くの学校で重なることや、情報が古くなった図書等の更新

が十分に対応できていないなどの課題が見られます。 

 また、文庫や子どもルーム等による利用は、同様に横ばい傾向となってい

ます。

（目標数値） 
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３ 課題 

1か月間に読んだ本が０冊の児童生徒の割合（不読率）が小学校・中学校

共に第３次計画初年度（平成２８年度）から目標値を上回るなど、一定の成

果が認められますが、引き続き以下の課題に対応する必要があります。 

（１）中学生までの読書習慣の形成が不十分 

文部科学省の調査では、高校生の不読率は依然として高い状況にあり

ます。千葉市内の小中学校の不読率は良い数値を示しているものの、年

齢（学年）が上がるにつれて読書をしなくなる傾向が見られるため、中

学生までの読書習慣の形成を効果的に図る必要があります。子どもが発

達段階に応じて読書習慣を身に付けることができるよう、乳幼児期から

の読書活動が重要であることを踏まえつつ、一人一人の発達段階ごとの

特徴を考慮した効果的な取組を実施することが重要です。 

また、学校種間の接続期において生活の変化等により子どもが読書か

ら遠ざかる傾向にあることに留意し、学校種間の連携による切れ目のな

い取組が行われることが重要です。 

（２）読書への関心を高めるきっかけが必要 

勉強する時間やインターネットを利用する時間の増加により、子ども

が多忙の中でも読書への関心を高めるきっかけを作り出すためには、友

人同士や同世代で本を薦め合うような取組など、読書へと動機付けるア

プローチを充実させる必要があります。 

（３）図書館、学校、地域の団体等の円滑な連携 

子どもの読書活動を推進するためには、関係機関の連携が欠かせませ

ん。より一層、各関係機関の連携を深め、効果的かつ効率的な事業展開

を図るとともに、子どもの読書活動の推進に向けた啓発に取り組む必要

があります。 
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４ 子どもの読書環境を取り巻く情勢の変化 

（１） 学校図書館法の改正等 

平成２６年６月に「学校図書館法」が改正され、学校司書の法制化が

なされ、各学校へ学校司書の配置が推進されました。平成２８年１１月

には学校図書館の整備・充実化、学校司書に求められる知識・技能を整

理したカリキュラムとして「学校図書ガイドライン」、「学校司書モデ

ルカリキュラム」が提示されました。また、平成２９年４月に、学校図

書館における計画的な図書の更新、学校図書館への新聞配備、学校司書

の配置拡充について盛り込んだ「学校図書館図書整備等５か年計画」が

策定されました。 

 

（２） 学習指導要領等の改訂 

平成２９年３月に「幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・

保育要領、小学校及び中学校学習指導要領」、「保育所保育指針」が公

示され、平成３０年３月には「高等学校学習指導要領」が公示されまし

た。小学校、中学校及び高等学校の新学習指導要領の総則においては、

学校図書館の活用を図り、児童生徒の主体的、対話的で深い学びの実現

に向けた、授業改善に生かすことともに、児童生徒の自主的、自発的な

読書活動を充実すること。また、地域の図書館等の活用を図り、資料を

活用した情報収集や鑑賞等の学習活動を充実することが規定されまし

た。 

 

（３） 情報通信手段の普及・多様化 

児童生徒のスマートフォンの利用率は年々増加しており、通信ゲーム

やパソコン、タブレット端末が子どもにとって身近な存在になっていま

す。また、SNS等情報通信手段（コミュニケーションツール）の多様化も

近年の特徴として見られます。 

 

（４） 読書バリアフリーの促進 

令和元年６月に「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法

律」が施行され、視覚障害、発達障害、肢体不自由など障害のある人を

含め全ての人が読書しやすい環境整備、点字図書、音声読み上げに対応

した電子書籍の普及について提示されました。
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１ 基本的な考え方 

国及び千葉県の第四次計画、本市における「第２次学校教育推進計画」、

「第５次生涯学習推進計画」及び「千葉市図書館ビジョン２０４０」（令和２

年３月策定）との整合を図るとともに、第３次計画期間中における取組の成

果と課題の検証、子どもの読書環境を取り巻く情勢の変化を踏まえ、子ども

が自主的に読書をする習慣を身に付けることができるよう、次の２つの基本

方針を定め、１３４（再掲除く９９）事業により、子どもの読書活動の推進

に取り組みます。 

２ 基本方針 

 

 

 

 

子どもは、読書（文学作品に加え、自然科学、社会科学関係の書籍や

新聞、図鑑等の資料を読むこと。電子書籍等の情報通信技術を活用した

読書を含む。）を通じて、読解力や想像力、思考力、表現力等を養うとと

もに、多くの基礎知識を得たり、多様な文化を理解したりできるように

なります。生涯にわたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を身に付け

るために、乳幼児期からの読書活動が重要であることを踏まえつつ、発

達段階ごとの特徴を考慮した効果的な取組を実施します。 

また、子どもが、主体的に読書に取り組むきっかけ作りを推進し、読

書への関心が高まるよう努めます。 

 

 

 

子どもは、読書を通じて自ら学ぶ楽しさや知る喜びを体得し、さらな

る知的探求心や真理を求める態度を培っています。 

子どもが自主的な読書活動ができるよう、施設・設備、人的環境の整

備に努めます。また、関係者同士の連携・協力を深め、ボランティア等

第Ⅱ章 第４次計画策定の基本方針 

方針１ 発達段階ごとの効果的な取組を推進し、読書への関心を高め、

読書習慣を形成する 

方針２ 読書環境の整備と連携体制の構築 
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の協力を得ながら、その特性を生かした事業を推進することにより、子

どもが読書に親しむことができる機会の充実に努めます。 

 

３ 計画の期間と対象 

（１）計画の期間 

   令和３年度からおおむね５年間とします。 

（必要に応じて計画の見直しを行います。） 

（２）計画の対象 

   本計画でいう「子ども」とは、おおむね１８歳以下をいいます。 

４ 推進体制等 

本計画を実効性のあるものとするため、関係機関や施設の密接な連携を図

るとともに、地域の民間団体等との連携をさらに深め、取組の効果的な推進

を図ります。 

（１）継続的な読書活動推進のための体制整備 

第１次計画で進捗状況を確認し、必要な修正を加えながら総合的・継

続的に推進する組織として庁内に設置した「子ども読書活動推進会議」

により、引き続き円滑な計画の推進を図ります。 

（２）関係機関・団体等の連携・交流 

子どもの読書活動推進に関わる関係機関・団体等が連携し、それぞれ

の特性を生かしながら協力し、共に充実した活動ができるよう情報や人

材の交流、図書館資料等の有効活用に努めます。 

（３）財政上の措置 

本計画に掲げられた各種施策・事業を推進するため、市をはじめ関係

機関等は、その役割に応じ必要な財政上の措置を講じるよう努めます。 
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本計画に定めた取組により、子どもの読書活動が推進されていることを把

握するため、次のとおり基本方針ごとに４つの目標とする数値を定めます。 

  ただし、国の第四次基本計画に示されているように、数値目標は取組の目

安として掲げています。 

 

基本方針１ 発達段階ごとの効果的な取組を推進し、読書への関心を高め、 

読書習慣を形成する 
                 

 
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止による休校措置のため令和元年度は未実施であることから、直近の

平成３０年度の数値を引用 
 

基本方針２ 読書環境の整備と連携体制の構築 

指  標 
現状値 

令和元年度 

目標値 

令和 7年度 
主な取組 

① 1か月間に読んだ本が 

０冊の児童生徒の割合 

 

小 0.6% 0.5% 
・全校一斉読書活動等の推進 

・家庭・地域・学校における

多様な読書活動への取組の推

進 
中 0.9% 0.7% 

② 1週間に 1時間以上読書を

した児童生徒の割合 

（教科書・問題集・漫画・

雑誌を除く） 

小 5 44.1% 52.0% 
・家庭・学校における読書活

動の充実推進 

・広報紙等を通しての啓発・

情報発信 中 2 43.0%(※) 52.0% 

③ 児童一人当たりの児童用図書の貸出 

冊数 31.58冊 33冊 

・読書手帳の配布 

・市内小学校の新 1年生を対

象とした千葉市図書館利用登

録の促進【新規】 

指  標 
現状値 

令和元年度 

目標値 

令和 7年度 
主な取組 

④ 団体貸出の利用団体数 

 

119団体 128団体 
・団体貸出用図書の充実 

・レファレンス機能の充実を図るため、

各学校に既にある団体貸出用とは別に、

学校レファレンス用の利用カードを配布

【新規】 

目 標 と す る 数 値 

出典）①千葉市児童生徒の読書量調査 ②千葉市学力状況調査 ③④千葉市の図書館   
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１ 家庭の役割と取組 

子どもの読書習慣は日常の生活を通して形成されます。そのため、読書が

生活の中に位置づけられ、継続して行われるよう、子どもにとって最も身近

な存在である保護者が配慮・率先して、子どもの読書活動の機会の充実及び

読書活動の習慣化に積極的な役割を果たしていくことが求められています。 

具体的には、家庭で、読み聞かせをしたり、子どもと一緒に本を読んだ

り、地域の図書館に出向いたりするなど、工夫して子どもが読書に親しむき

っかけを作ることが重要です。 

また、定期的に読書の時間を設けるなど、家族で読書の習慣づけを図った

り、読書を通じて家族で感じたことや考えたことを話し合ったりするなど、

読書に対する興味や関心を引き出すように子どもに働きかけることが望まれ

ます。 

こうした、家庭における読書活動を促すため、４つの事業に取り組んでい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅲ章 計画推進のための取組 

【４事業】

1 中央図書館

教育指導課

2 中央図書館

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

読書手帳の配布
子どもが読書に親しむきっかけを作るととも
に、親子のふれあいや家庭での読書の習慣
付けを図るため、「読書手帳」を年長及び小学
生に配布する。

子ども読書講座の実
施

子どもと保護者等を対象に、子ども向けの本
の紹介や子どもに読書の楽しさを伝えられる
ような講座の実施を通じ、本に関する情報提
供や、家庭への読書啓発を行う。



第４次 千葉市子ども読書活動推進計画 

第Ⅲ章 計画推進のための取組                         13 

 

２ 地域の役割と取組 

子どもたちは、成長に伴って家庭から地域へと活動範囲を広げます。地域

には図書館をはじめ、公民館、子育て施設など、子どもたちを育てる様々な

施設があります。そのような地域に密着した施設は、多くの本に親しみ、人

とのコミュニケーションを深める場として期待されます。 

本市では、市民による地域・家庭文庫での読み聞かせなど、子どもたちが

読書の楽しみを知るための取組が実践されています。 

こうした、地域の施設や団体がその特性を生かし、子どもの読書環境の充

実に努めるとともに、社会教育施設である図書館が中心となり、互いに連

携、協力することで、社会全体で、子どもの主体的な読書活動を支援してい

くことが重要です。 

（１）図書館の役割 

子どもにとって図書館は豊富な資料を備え、読みたい本を自由に選択し、

読書の楽しみを知ることができる場所です。また、保護者にとっても子ども

に読ませたい本を選択したり、子どもの読書について司書等に相談したりす

ることができる場所です。 

そのため、図書館では、子どもや保護者を対象にした読み聞かせ会、お話

3 健康支援課

保健福祉センター健康課

4 中央図書館

地区図書館

健康支援課

保健福祉センター健康課

幼保支援課

教育指導課

ブックスタート事業の
実施

絵本を通じて親子のきずなを深めるため、４
か月児健康診査時にボランティアによる読み
聞かせを行う。

ファミリーブックタイム
運動の推進

保護者が子どもに読み聞かせをしたり、家族
で読書に親しんだりする時間をつくるよう呼び
かける運動（ファミリーブックタイム運動）を推
進するため、新就学児及び４か月児健診用の
ファミリーブックタイム事例集を配布する。
また、これから保護者になる男性を対象に、
妊娠・出産・子育てに関する基礎知識や、男
性のための子育て情報等を掲載している「イ
クメンハンドブック（冊子）」に、ファミリーブック
タイム運動について記載し、配布する。
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※ブックトーク･･･相手に本への興味がわくような工夫を凝らしながら、あるテーマに沿って関連付け
て、複数の本を紹介すること。テーマから様々なジャンルの本に触れることができる。  
 

（ストーリーテリング）、講座、展示等を実施するほか、子どもの読書活動を

推進する団体の支援や多様なボランティア活動等の機会・場所の提供、それ

らの活動を円滑に行うための研修等も行っており、地域における子どもの読

書活動を推進する上で重要な役割を果たしています。 

このような取組は引き続き、図書館において充実させていくことが求めら

れます。また、図書館法及び「望ましい」基準等に基づき地域における子ど

もの読書活動の推進において中心的な役割を果たすため、３つの新規事業を

含む４９の事業に取り組んでいきます。 

 【４９事業】

5 中央図書館

地区図書館

教育指導課

生涯学習振興課

6 中央図書館

7 中央図書館

8 中央図書館

地区図書館

（教育指導課）

おはなし会の実施 9 中央図書館

地区図書館

10 中央図書館

地区図書館

所　管　課

ファミリー読書月間の
実施

定期的に読書活動に対する興味を喚起する
ことで、親子が本に親しむ習慣をつけるきっか
けとし、子どもと保護者の読書活動の推進を
図るため、毎年１０月及び１１月を「ファミリー
読書月間」とする。

紙芝居講座の実施

おはなしボランティアに紙芝居の研修を実施
する。学校や、幼稚園・保育所・認定こども園
等の要請に応じて研修を受けたボランティア
を派遣する。

見学や職場体験の受
入れ

子どもたちが図書館の役割や仕事の内容を
学ぶことができるよう図書館内の見学や職場
体験を受け入れ、資料検索、図書館の利用
方法、おはなし会やブックトーク(※)実施等を
行う。

定期的に、乳幼児や小学生を対象とした「定
例おはなし会」、親子で楽しめる「親子おはな
し会」や、「読書まつりおはなし会」等のイベン
トを実施する。

【新規】図書館利用
登録の促進

乳幼児と保護者を対象に、子ども向けの本の
紹介や子どもに読書の楽しさを伝える「わらべ
うたと絵本の会」を実施する。

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容

【新規】蔵書の貸し出しの促進・子どもの読書
活動の機会の充実・本を借りることの習慣化
を図るため、市内小学校の新１年生を対象に
利用登録申請書を配布し、図書館・公民館図
書室の利用を促す。
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11 中央図書館

地区図書館

12 「外国語おはなし会」を実施する。 中央図書館

地区図書館

13 中央図書館

地区図書館

14 中央図書館

地区図書館

15 中央図書館

地区図書館

16 中央図書館

地区図書館

17 中央図書館

地区図書館

18 中央図書館

19 中央図書館

地区図書館

20 中央図書館

地区図書館

21 中央図書館

地区図書館

22 中央図書館

地区図書館

児童・青少年を対象に、同世代で本を薦め合
うなど、主体的に参加して、楽しみながら読書
に親しむ事業（心に残る一冊を紹介する「本
だいすき」等）や近隣小中学校の図書委員等
と連携した事業を実施する。

子どもへの読書相談
やレファレンスの充実

子ども一人一人に対応するために、相談に応
じる職員の研修を実施するとともに、年齢や
目的に合わせたレファレンスのさらなる充実
に努め、相談窓口を設置する。

読書まつりの実施
学校や地域と連携し、市民の読書への関心を
高めるため、子どもの読書活動に関する各種
イベントを実施する。

子どもの読書活動の
推進に資する各種講
座の実施

子どもと保護者等を対象に、子ども向けの本
の紹介や子どもに読書の楽しさを伝えられる
ような講座の実施を通じ、本に関する情報提
供や、家庭への読書啓発を行う。（再掲２）

図書館の資料を使った工作、科学遊びやブッ
クトーク等を行い、絵本や文学以外の資料も
紹介する。

関心のある市民を対象に、子どもの読書活動
に関する講座を実施する。

図書館出張講座（絵本講座や移動図書館の
活用等）を実施する。

子ども向けイベントの
実施

「親子探検ツアー」、「一日図書館員」事業
や、地域の施設、団体との連携事業を実施
し、図書館への理解や親しみを深める。

高校生などが語るおはなし会を実施する。

子ども読書の日等関
連行事の実施

子ども読書の日を中心に、時節をとらえ推薦
図書の展示を実施する。

育児サークルや学校、幼稚園・保育所・認定
こども園等に地域おはなしボランティア等が出
向き、「出張おはなし会」を実施する。
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※ＹＡコーナー･･･ヤングアダルト（ティーンズ）コーナー 
 

 

23 中央図書館

24 中央図書館

地区図書館

（健康支援課）

（保健福祉センター健康課）

（幼保支援課）

（教育指導課）

25 中央図書館

26 中央図書館

地区図書館

27 中央図書館

地区図書館

28 中央図書館

地区図書館

29 中央図書館

地区図書館

30 中央図書館

地区図書館

31 中央図書館

地区図書館

ＹＡコーナー（※）の充
実

【新規】情報のデジタル化などの社会変化を
踏まえ、図書資料の予約・貸出・閲覧といった
従来型のサービスに加え、電子書籍や有料
データベース等のデジタル情報サービスの充
実を図るため電子図書館の整備を進める。

「こどものページ」を活用し、レファレンスの充
実や情報の発信に努める。図書館ホームページ

「こどものページ」の活
用

図書館ネットワークの
整備・充実

利用者用検索機やインターネットによる予約
受付や相互貸借等の図書館ネットワークの
充実を図る。

ＹＡコーナーを更に充実させるため、青少年向
け資料の選書やサービスの充実に努める。

乳幼児から発達段階に応じた児童向け図書
等の充実に努める。

中・高校生向け資料（図書・ＣＤ・雑誌等）の
幅広い収集に努める。

調べ学習用資料の充実（選書・更新・除架）
に努める。

【新規】電子図書館整
備

保護者が子どもに読み聞かせをしたり、家族
で読書に親しんだりする時間をつくるよう呼び
かける運動（ファミリーブックタイム運動）を推
進するため、新就学児及び４か月児健診用の
ファミリーブックタイム事例集を配布する。
また、これから保護者になる男性を対象に、
妊娠・出産・子育てに関する基礎知識や、男
性のための子育て情報等を掲載している「イ
クメンハンドブック（冊子）」に、ファミリーブック
タイム運動について記載し、配布する。
（再掲４）

ファミリーブックタイム
運動の推進（再掲）

児童・青少年向け図
書等の充実・計画的
収集

児童・中高生向け外国語資料の充実に努め
る。
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32 中央図書館

地区図書館

33 中央図書館

34 地区図書館

35 中央図書館

地区図書館

職員研修の充実 36 中央図書館

地区図書館

37 中央図書館

地区図書館

38 中央図書館

地区図書館

39 中央図書館

地区図書館

40 中央図書館

地区図書館

41 文庫団体等の研修支援に努める。 中央図書館

地区図書館

42 学校向け団体貸出資料の充実に努める。 中央図書館

障害のある子どもに
配慮した資料の充実
と提供

保護者や教職員等へ
の相談機能の充実

身体障害等で来館に支障のある子どもに対
する自宅配本サービスを実施できる体制に努
める。

児童青少年サービスに関する業務研修等を
実施する。また、職員が積極的に受講できる
環境作りに努める。

保護者や教職員等からの子どもの読書活動
や図書資料、図書館利用に関する相談への
対応・レファレンスサービスを充実する。

保護者向け読書相談
窓口の設置

児童書研究に関する
図書の充実

児童書を研究し理解を深めるための図書や、
子どもの読書活動に関する図書の充実に努
める。

各種研修等の支援の
充実

幼稚園・保育所・認定こども園等の読み聞か
せ講座等、子ども読書活動の推進に係る研
修への資料提供や講師派遣・紹介等の充実
に努める。

おはなしボランティアを養成するために、計画
的に養成講座を実施し、養成した地域おはな
しボランティア等を対象としたスキルアップ研
修を行う。

団体貸出用図書の充
実

地域おはなしボラン
ティア養成講座・研修
の実施

点字資料（絵本等）や大活字本を図書館で収
集・作成して、利用者へ提供するとともに、健
常者に対してもバリアフリー啓発資料として活
用する。また、手話・筆談等によるコミュニ
ケーションの確保、図書利用の際の介助、図
書館資料等の代読サービスの実施に努め
る。

さわる絵本の作成や、視覚障害児向けの録
音資料・点字資料、手話や字幕入りの映像資
料の収集など「読むこと」が困難な子どものた
めの資料の充実と提供に努める。

子ども一人一人の特性や発達段階に応じた
図書に関する案内や助言、読書を進めるため
に、司書による保護者向けの読書相談窓口
を設置する。
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43 中央図書館

44 中央図書館

学校図書館への支援 45 中央図書館

（教育指導課）

46 中央図書館

47 中央図書館

地区図書館

48 中央図書館

地区図書館

（市民総務課）

（健全育成課）

（幼保支援課）

（幼保運営課）

（生涯学習振興課）

49 中央図書館

地区図書館

（こども企画課）

（幼保支援課）

（幼保運営課）

50 中央図書館

地区図書館

51 中央図書館

地区図書館

団体貸出用図書につ
いての蔵書検索機能
の充実

団体登録者（学校・文庫等)向けに、図書館
ホームページでの団体貸出用資料の検索機
能や申し込みの仕方を団体登録者に更に分
かりやすく周知するとともに、利用の活性化に
努める。

図書館の団体貸出の利用促進のため、学校
図書館へのリーフレット配布や、団体貸出資
料について利用方法の案内や見学会の実施
を更に充実させていく。

【新規】図書館のセット貸出・団体貸出以外の
図書資料を市内小・中・特別支援学校等で活
用する仕組みづくりとして、団体貸出用カード
とは別に各学校レファレンス用のカードを配
布し利用の促進を図る。

文庫や子どもルーム、幼稚園・保育所・認定
こども園等への団体貸出用図書の充実を図
る。

図書館職員が市内の小学校を訪問し、図書
館の利用案内等を行う。

幼稚園・保育所・認定こども園等におけるボラ
ンティア等によるわらべ歌や読み聞かせ、お
話(ストーリーテリング)等の支援に努める。

市内小学校を対象と
する図書館利用の促
進

図書資料等の有効活
用

図書館の不用図書等を活用して、公民館・コ
ミュニティセンターの図書室や子どもルーム、
学校、幼稚園・保育所・認定こども園等の資
料の充実を図る。

ボランティア等との連
携によるおはなし会の
実施

定期的に、乳幼児や小学生を対象とした「定
例おはなし会」、親子で楽しめる「親子おはな
し会」や、「読書まつりおはなし会」等のイベン
トを実施する。（再掲１０）

高校生などが語るおはなし会を実施する。
（再掲1１）



第４次 千葉市子ども読書活動推進計画 

第Ⅲ章 計画推進のための取組  19 

 

（２）生涯学習施設・子育て支援施設等の役割 

公民館をはじめコミュニティセンター、子どもルーム、放課後子ども教

室、育児サークルなどは、子どもが本とふれあい、身近な読書活動を行う場

所として機能しています。各施設で実施されている様々な活動は、図書館同

様、子どもが読書に親しむ契機となっています。また、地域・家庭文庫など

の団体も様々な活動に取り組まれ、大きな力を発揮しています。 

そうした施設や団体等では、子どもの自主的な読書活動を支援し、読書環

境を豊かにする役割が引き続き求められていることから、「放課後子ども教室

でのおはなし会の実施」など、１つの新規事業を含む１８の事業に取り組ん

でいきます。 

 

52 「外国語おはなし会」を実施する。（再掲1２） 中央図書館

地区図書館

53 中央図書館

地区図書館

育児サークルや学校、幼稚園・保育所・認定
こども園等に地域おはなしボランティア等が出
向き、「出張おはなし会」を実施する。
（再掲1３）

【１８事業】

54 生涯学習振興課

（中央図書館）

（地区図書館）

55 健康支援課

保健福祉センター健康課

中央図書館

地区図書館

56 市民総務課

57 男女共同参画課

所　管　課

放課後子ども教室で
のおはなし会の実施

放課後子ども教室において、地域おはなしボ
ランティア等によるおはなし会を実施する。

育児サークルでのお
はなし会の実施

ボランティア等との連携により、希望する育児
サークルにおはなし会を実施する。

子どもや保護者が集
う施設でのおはなし会
等の実施

コミュニティセンターや土気あすみが丘プラザ
におけるボランティア等によるおはなし会等の
実施に努める。

男女共同参画センターにおけるおはなし会等
の実施に努める。

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容
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58 健康支援課

保健福祉センター健康課

59 子ども交流館における図書の充実に努める。 こども企画課

60 健全育成課

61 幼保支援課

62 市民総務課

63 男女共同参画課

64 健康支援課

保健福祉センター健康課

65 こども企画課

66 生涯学習振興課

中央図書館

地区図書館

67 生涯学習振興課

中央図書館

地区図書館

68 生涯学習振興課

子どもや保護者が集
う施設における図書
の充実

【新規】インターネットによる資料収集等を可
能とし、公民館における学習機会の充実等を
図るため、図書室を含めた公民館内のＷｉ-Ｆｉ
環境を整備する。

【新規】公民館図書室
へのＷｉ-Ｆｉ環境整備

ブックスタート事業の
実施（再掲）

絵本を通じて親子のきずなを深めるため、４
か月児健康診査時にボランティアによる読み
聞かせを行う。（再掲３）

公民館等の子ども向
け講座の充実

公民館等におけるおはなし会や民話のつど
い、紙芝居など子どもが本に親しむ機会を提
供できる主催事業の充実に努める。

地域子育て支援センター、子育て支援館、子
育てリラックス館の絵本などの充実に努め
る。

子どもや保護者が集
う施設における絵本
コーナー等の設置

各区健康課における母子保健事業実施の
際、絵本コーナーを設置する。

子どもルーム（放課後児童健全育成事業）の
児童向け図書の充実に努める。

コミュニティセンターの幼児室、図書室の図書
の充実に努める。

男女共同参画センターの児童向け図書の充
実に努める。

子育てふれ愛フェスタ
の実施

「子育てふれ愛フェスタ」の中で「読み聞かせ
コーナー」を設けて読み聞かせを実施する。

読み聞かせ講座の実
施

地域で子どもに読み聞かせを行っている方
や、これから行おうとしている方を対象に、公
民館での読み聞かせ講座の実施に努める。
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３ 学校等の役割と取組 

（１）幼稚園・保育所・認定こども園等の役割 

乳幼児期に読書の楽しさを知ることができるよう、幼稚園、保育所、認定

こども園等には、乳幼児が絵本や物語に親しむ活動を積極的に行うことが期

待されています。そのためには、幼稚園教育要領や保育所保育指針等に基づ

き、乳幼児が絵本や物語に親しむ活動を積極的に行うことが期待されます。 

乳幼児が絵本や物語に親しむ機会を確保する観点から、安心して図書に触

れることができるようなスペースの確保に努め、図書館の協力を得て発達の

段階に応じた図書を選定したり、保護者・ボランテイア等と連携協力して図

書の整備を図ったりすることが必要です。 

また、異年齢交流において小中学生が幼稚園、保育所等の乳幼児に読み聞

かせを行うなど、子どもが絵本や物語に触れる機会が多様になるよう工夫す

ることも重要です。 

こうした観点から、４つの事業に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

【４事業】

72 こども企画課

幼保支援課

幼保運営課

施　策　・　事　業　の　内　容

幼稚園・保育所・認定
こども園等の児童向
け図書の充実

絵本コーナー等における児童向け図書の充
実に努める。

所　管　課施策・事業項目

69 生涯学習振興課

70 計画的な資料収集に努める。 生涯学習振興課

71 公民館図書室職員の研修の充実に努める。 生涯学習振興課

公民館図書室の資料
の充実

公民館図書室職員の
研修の充実

公民館施設の開放
（自習室の開放）

公民館の空いている諸室を自習室として開放
し、子どもの居場所・読書スペースの確保に
努める。
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（２）小・中・高等学校等の役割 

①小学校・中学校、高等学校等における役割 

新学習指導要領では、学習の基盤となる言語能力を育成するため、各学

校において、学校生活全体における言語環境を整えるとともに、国語科を

要として、各教科等の特質に応じた言語活動を充実すること、あわせて言

語能力を向上させる重要な活動である読書活動を充実させることが示され

ています。 

具体的には、各教科等において、学校図書館の機能を計画的に利活用

し、「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）」の視点か

ら、授業改善を図るとともに、児童生徒の主体的、意欲的な学習活動や読

書活動を充実することが求められています。 

 ②障害のある子どもの読書活動 

障害のある子どもは、特別支援学校のみならず、通常の学級にも在籍

していることを踏まえ、全ての学校において障害のある子どももまた豊か

な読書活動を体験できるよう、学習指導要領等に基づき、一人一人の教育

73 （中央図書館）

（地区図書館）

こども企画課

幼保支援課

幼保運営課

74 幼保支援課

幼保運営課

75 こども企画課

幼保支援課

幼保運営課

（教育指導課）

幼稚園・保育所・認定こども園等における絵
本を中心とした読み聞かせの充実に努める。

交流による読み聞か
せの実施

幼稚園・保育所・認定こども園等と小・中・特
別支援学校とが連携し、児童生徒による交流
読み聞かせを実施する。

幼稚園・保育所・認定こども園等におけるボラ
ンティア等によるわらべ歌や読み聞かせ、お
話(ストーリーテリング)等の支援に努める。
（再掲４９）

幼稚園・保育所・認定
こども園等におけるお
はなし会の実施



第４次 千葉市子ども読書活動推進計画 

第Ⅲ章 計画推進のための取組  23 

的ニーズに応じた様々な形態の図書館資料の整備、点字図書や音声図書な

ど視聴覚・情報機器の活用、選書や環境、読み聞かせの工夫など自発的な

読書活動を促す指導を推進します。 

 

（３）学校図書館における役割 

学校図書館は学校教育において欠くことのできない基礎的な設備で 

①児童生徒の読書活動や児童生徒の読書指導の場である「読書センター」と

しての機能 

②児童生徒の学習活動を支援したり、授業の内容を豊かにしてその理解を深

めたりする「学習センター」としての機能 

③児童生徒や教職員の情報ニーズに対応したり、児童生徒の情報の収集・選

択・活用能力を育成したりする「情報センター」としての機能 

を有しています。 

特に、本計画では、情報センターとしての機能を強化させるためにより円

滑な図書資料の管理及び近隣学校や図書館等との連携を行います。 

    また、これからの学校図書館には、読書活動における利活用に加え、様々

な学習・指導場面での利活用を通じて、子どもたちの言語能力、情報活用能

力、問題解決能力、批判吟味力等の育成を支え、主体的・対話的で深い学び

の視点からの授業改善を効果的に進める基盤としての役割が期待されてい

ます。 

さらに、学校図書館は、可能な限り児童生徒や教職員が最大限自由に利活

用できるよう、また、一時的に学級になじめない子どもの居場所となり得る

こと等も踏まえ、必要に応じ、地域の様々な人々の参画も得ながら、児童生

徒の登校時から下校時までの開館に努めています。加えて、蔵書の貸出を促

進し、子どもに本を借りることを習慣化させる取組を行います。 

これらを含め、各学校は、「学校図書館ガイドライン」「学校図書館図書整

備５か年計画」を参考に、学校図書館の整備充実を進めていきます。 

本市においては、学校図書館法により１２学級以上の学校に配置すること



第４次 千葉市子ども読書活動推進計画 

  

24  第Ⅲ章 計画推進のための取組 

※読書会･･･数人で集まり、本の感想を話し合う活動。その場で同じ本を読む、事前に読んでくる、 
一冊の本を順番に読む等、様々な方法がある。本の新たな魅力に気付き、より深い読書につなげるこ 
とができる。 

 ペア読書･･･二人で読書を行うものであり、家族や他の学年、クラス等様々な単位で一冊の本を読み、 
感想や意見を交わす活動。読む力に差がある場合も相手を意識し、本を共有することにつなげるこ 
とができる。 

 アニマシオン･･･読書へのアニマシオンとは、子どもたちの参加により行われる読書指導のことであ 
り、読書の楽しさを伝え自主的に読む力を引き出すために行われる。ゲームや著者訪問等、様々な 
形がある。 
ビブリオバトル(書評合戦) ･･･発表者が読んで面白いと思った本を一人５分程度で紹介し、その発 
表に関する意見交換を２～３分程度行う。全ての発表が終了した時にどの本が一番読みたくなっ 
たかを参加者の多数決で選ぶ活動。ゲーム感覚で楽しみながら本に関心を持つことができる。 

  
 

とされている司書教諭は１００％設置、学校司書（学校図書館指導員）につ

いても市立小・中・特別支援学校のすべてに配置しています。 

司書教諭、学校司書（学校図書館指導員）を核としながら、すべての教職員

が学校図書館の活用や日々の読書指導の充実により、子どもの読書活動を推

進していくために、また、学校種間の接続期に置いて、生活の変化等により

子どもが読書から遠ざかる傾向があることに留意しつつ学校種間の連携に

よる切れ目のない取組ができるよう、各校における校内研修や研究会等を通

じ、教職員間の連携の促進や読書指導に関する研究協議、先進的な取組例の

紹介など、教職員の意識の高揚や指導力の向上を図ります。 

こうした観点から、１５の事業を展開し、各学校での読書活動を推進して

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１５事業】

76 教育指導課

調べ学習の充実 77 教育指導課

78 教育指導課

79 教育指導課

学校でのおはなし会
の実施

教職員や保護者・地域のボランティア、児童
生徒による読み聞かせやブックトーク等、多
様な読書活動を推進する。

施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課施策・事業項目

調べ学習等に要する資料を収集・提供すると
ともに、一人一人に対応する支援・指導を推
進する。

全校一斉読書活動等
の推進

学校の実態に合わせ、教育課程に朝読書を
位置づける等、全校や学年での読書の習慣
化を図る活動を一層推進する。

多様な読書活動への
取組の実施

読書のきっかけや本の理解を深めることにつ
なげるため、子どもが相互に図書を紹介し、
様々な分野の図書に触れる機会として、本の
帯やポップづくり、読書会、ペア読書、お話(ス
トーリーテリング)、ブックトーク、アニマシオ
ン、ビブリオバトル（※）などの多様な読書活動
を推進する。
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読書月間の設置 80 教育指導課

読書祭の開催 81 教育指導課

82 教育指導課

83 教育指導課

教育センター

学校図書館の活用 84 教育指導課

生涯学習振興課

85 教育指導課

86 教育指導課

各種研修等の充実 87 教育職員課

教育指導課

教育センター

中央図書館

88 教育指導課

教育センター

（中央図書館）

89 教育指導課

（中央図書館）

学校の実態に応じて、年２回の読書月間を設
置し、読書に親しみ、成果発表の場となる行
事の開催を推進する。

読書の発展として、読んだ本を朗読劇や紙芝
居にするなどの多様な読書紹介・読書発表会
等、意識を高める活動を推進する。

学校における読書活
動の充実推進

学校図書館情報ネッ
トワークシステムの整
備推進

学校図書館資料のデータベース化とコン
ピュータ機器の整備を検討する。

放課後や長期休業中などにおける、学校図
書館の活用を検討する。

学校図書館資料の充
実

「豊かな心を育てる図書」や「調べ学習に対
応する図書」等の図書資料をバランスよく長
期的な計画に基づいて整備し、効果的な活用
を推進する。

特別支援学級・特別
支援学校等での図書
等の整備

学校間、学校と図書
館間の配送サービス
の構築

魅力ある学校図書館づくりとして、司書教諭・
学校図書館主任と学校図書館指導員が協力
して適切な図書の紹介・図書館の環境整備
などを推進するとともに、図書委員等の子ども
が学校図書館の運営に主体的に関わり、学
校図書館を利用して読書を広める活動を行
う。

学校間、学校と図書館間における資料の配
送方法等、物流システムの構築に関して調
査・検討する。

一人一人に応じた図書と、図書コーナーの充
実を推進する。

教職員の各種研修会における読書活動関連
研修の充実に努める。
※司書教諭研修・学校図書館主任研修・学
校図書館指導員研修・初任者研修・教職員
研修等

学校間、学校と図書
館間の相互貸借シス
テムの構築

学校間、学校と図書館間での資料の活用を
図るため、情報共有や相互貸借できるシステ
ム構築の実現に向けて調査・検討する。
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４ 家庭・地域・学校等との連携 

子どもの読書活動を推進するためには、家庭、地域、学校等の団体がそれ

ぞれの役割を自覚し、お互いに連携、協力しながら一体となって取組を推進

することで、相乗効果が発揮されます。 

そのためには、保護者や地域住民、ボランティア等の地域の人材の協力を

得るとともに、子どもがいつでもどこでも必要な本や、本についての情報が

得られるよう、子どもの読書活動の推進に関する様々な活動が十分行われる

ための支援をしていくことも必要です。 

また、本市の特徴として、自発的に活動している文庫が多数存在し、さら

に、文庫連絡協議会を組織していることが挙げられます。これは貴重な地域

資源であり、市民協働の好例として、図書館と文庫との一層の連携が求めら

れます。 

このような中、図書館には、子どもの読書活動を推進する中心的な役割を

果たすことが求められており、単独では実施や継続が困難な取組のサポート

や、新たな連携のコーディネートを積極的に行っていく必要があります。 

こうした観点から、２つの新規事業を含む１６の事業を推進していきま

す。 

 

90 （こども企画課）

（幼保支援課）

（幼保運営課）

教育指導課

幼稚園・保育所・認定こども園等と小・中・特
別支援学校とが連携し、児童生徒による交流
読み聞かせを実施する。（再掲７５）

交流による読み聞か
せの実施（再掲）

【１６事業】

91 中央図書館

地区図書館

健康支援課

保健福祉センター健康課

幼保支援課

教育指導課

ファミリーブックタイム
運動の推進（再掲）

施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課施策・事業項目

保護者が子どもに読み聞かせをしたり、家族
で読書に親しんだりする時間をつくるよう呼び
かける運動（ファミリーブックタイム運動）を推
進するため、新就学児及び４か月児健診用
のファミリーブックタイム事例集を配布する。
また、これから保護者になる男性を対象に、
妊娠・出産・子育てに関する基礎知識や、男
性のための子育て情報等を掲載している「イ
クメンハンドブック（冊子）」に、ファミリーブック
タイム運動について記載し、配布する。
（再掲４、２４）
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92 中央図書館

教育指導課

93 中央図書館

94 中央図書館

地区図書館

95 中央図書館

地区図書館

教育指導課

96 生涯学習振興課

中央図書館

地区図書館

97 健康支援課

保健福祉センター健康課

98 教育指導課

教育センター

中央図書館

99 教育指導課

中央図書館

ボランティア研修の実
施

ブックスタート事業の推進に向けてのボラン
ティア研修会を実施する。

市内小学校を対象と
する図書館利用の促
進（再掲）

図書館職員が市内の小学校を訪問し、図書
館の利用案内を行う。（再掲４７）

見学や職場体験の受
入れ（再掲）

子どもたちが図書館の役割や仕事の内容を
学ぶことができるよう図書館内の見学や職場
体験を受け入れ、資料検索、図書館の利用
方法、おはなし会やブックトークの実施等を行
う。　　　（再掲８）

放課後子ども教室で
のおはなし会の実施
（再掲）

学校図書館への支援
（再掲）

図書館の団体貸出の利用促進のため、学校
図書館へのリーフレット配布や、団体貸出資
料について利用方法の案内や見学会の実施
を更に充実させていく。（再掲４５）

放課後子ども教室において、地域おはなしボ
ランティア等によるおはなし会を実施する。
（再掲５４）

学校間、学校・図書館
間の相互貸借システ
ムの構築（再掲）

学校間、学校と図書館間での資料の活用を
図るため、情報共有や相互貸借できるシステ
ム構築の実現に向けて調査・検討する。
（再掲８８）

学校間、学校と図書
館間の配送サービス
の構築（再掲）

学校間、学校と図書館間における資料の配
送方法等、物流システムの構築に関して調
査・検討する。（再掲８９）

【新規】図書館のセット貸出・団体貸出以外
の図書資料を市内小・中・特別支援学校等で
活用する仕組みづくりとして、団体貸出用カー
ドとは別に各学校レファレンス用のカードを配
布し利用の促進を図る。（再掲４６）
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100 生涯学習振興課

中央図書館

101 教育指導課

中央図書館

地区図書館

102 教育指導課

生涯学習振興課

中央図書館

地区図書館

103 中央図書館

104 中央図書館

105 中央図書館

地区図書館

106 中央図書館

地区図書館

市民総務課

健全育成課

幼保支援課

幼保運営課

生涯学習振興課

【新規】学校図書館
運営委員会と図書館
等との連携

【新規】学校図書館運営委員会において、図
書館・公民館職員から助言をもらう等、学校
図書館と図書館や公民館図書室が連携して
子ども読書活動の推進を図る。

図書資料等の有効活
用（再掲）

図書館の不用図書等を活用して、公民館・コ
ミュニティセンターの図書室や子どもルーム、
学校、幼稚園・保育所・認定こども園等の資
料の充実を図る。（再掲４８）

図書館と公民館図書
室との選書情報の交
流

図書館の児童選書会での資料、公民館用選
書リスト等の提供と活用を図る。

学校と図書館との交
流会の実施

司書教諭・学校図書館教育主任や学校図書
館指導員と図書館職員との交流会を開催す
る。

読書まつりの実施
（再掲）

学校や地域と連携し、市民の読書への関心を
高めるため、子どもの読書活動に関する各種
イベントを実施する。（再掲１７）

団体貸出用図書の充
実（再掲）

学校向け団体貸出資料の充実に努める。
（再掲４２）

文庫や子どもルーム、幼稚園・保育所・認定
こども園等への団体貸出用図書の充実を図
る。
（再掲４３）
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５ 子どもの読書活動に関する理解と普及 

子どもの読書活動を推進するためには、身近な大人が改めて読書活動の意

義について理解を深め、推進する気運を高めることが重要です。子ども読書

活動推進に向けた様々な施策、事業を知ってもらい、理解を得て、利活用さ

れなければ意味がありません。大人が理解と関心を持つことで、子どもの読

書意欲を高め、習慣づけることにつながります。 

そのため、「子ども読書の日」や「文字・活字文化の日」など、様々な機会

をとらえて、子どもや保護者をはじめ、担い手や行政各課を通じて、市民へ

の子どもの読書活動の意義や優れた取組についての幅広い広報を行っていく

ことが必要です。 

こうした啓発や広報活動を着実に推進するため、１つの新規事業を含む 

２７の事業に取り組んでいきます。 

 【２７事業】

107 中央図書館

地区図書館

108 中央図書館

教育指導課

109 中央図書館

110 中央図書館

所　管　課

子育て応援コーナー
の設置

千葉市の子育て支援施設や制度に関する
リーフレット等を集め情報提供する他、子育て
に役立つ図書等を展示・紹介する「子育て応
援コーナー」を設置する。

ファミリー読書月間の
実施（再掲）

定期的に読書活動に対する興味を喚起する
ことで、親子が本に親しむ習慣をつけるきっ
かけとし、子どもと保護者の読書活動の推進
を図るため、毎年１０月及び１１月を「ファミ
リー読書月間」とする。（再掲６）

子どもの読書活動の
推進に資する各種講
座の実施（再掲）

子どもと保護者等を対象に、子ども向けの本
の紹介や子どもに読書の楽しさを伝えられる
ような講座の実施を通じ、本に関する情報提
供や、家庭への読書啓発を行う。
（再掲２、１８）

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容

読書手帳の配布
（再掲）

子どもが読書に親しむきっかけを作るととも
に、親子のふれあいや家庭での読書の習慣
付けを図るため、「読書手帳」を年長及び小学
生に配布する。（再掲１）
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111 中央図書館

地区図書館

112 中央図書館

地区図書館

113 中央図書館

地区図書館

114 健全育成課

115 中央図書館

116 教育指導課

117 健康支援課

保健福祉センター健康課

118 健康支援課

保健福祉センター健康課

119 市民総務課

120 男女共同参画課

コミュニティセンター利用サークルへの情報提
供に努める。
※コミュニティセンターを利用している幼児・育
児サークルに対して、パンフレット等の配布に
より情報を提供する。

男女共同参画センターの利用者に向け、図
書紹介コーナーを設置する。

関心のある市民を対象に、子どもの読書活動
に関する講座を実施する。（再掲１９）

図書館出張講座（絵本講座や移動図書館の
活用等）を実施する。（再掲２０）

図書館の資料を使った工作、科学遊びやブッ
クトーク等を行い、絵本や文学以外の資料も
紹介する。（再掲２１）

各種広報誌紙等を通
しての啓発・情報発信

家庭教育資料「家庭教育応援します～親ナビ
＠高学年．ちばし～」等を活用する。

「こどものページ」を活用し、レファレンスの充
実や情報の発信に努める。（再掲２３）

学校だより・学校図書館だより等を通しての
情報発信を推進する。

パンフレット配布による情報提供に努める。
※母子保健事業の中で、啓発用パンフレット
や保護者に読んでほしい図書のリスト・図書
館等で実施するおはなし会等の案内書の配
布をする。

保健福祉センターに情報掲示コーナーを設置
する。
※おはなし会や子どもに読ませたい図書、保
護者に読んでほしい図書のリスト等を、情報
掲示コーナーを設置し啓発に努める。

情報提供の充実・強
化
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推薦図書等の紹介 121 中央図書館

地区図書館

122 中央図書館

地区図書館

123 中央図書館

地区図書館

健康支援課

保健福祉センター健康課

幼保支援課

教育指導課

124 中央図書館

地区図書館

125 中央図書館

地区図書館

126 中央図書館

地区図書館

127 中央図書館

地区図書館

128 中央図書館

教育指導課

ファミリーブックタイム
運動の推進（再掲）

保護者が子どもに読み聞かせをしたり、家族
で読書に親しんだりする時間をつくるよう呼び
かける運動（ファミリーブックタイム運動）を推
進するため、新就学児及び４か月児健診用の
ファミリーブックタイム事例集を配布する。
また、これから保護者になる男性を対象に、
妊娠・出産・子育てに関する基礎知識や、男
性のための子育て情報等を掲載している「イ
クメンハンドブック（冊子）」に、ファミリーブック
タイム運動について記載し、配布する。
（再掲４、２４、９１）

子ども読書の日等関
連行事の実施
（再掲）

子ども向けイベントの
実施（再掲）

日本語を母語としない子どもに向けた資料情
報を提供する。
※やさしく分かりやすい日本語で書かれた資
料情報を提供する。

子ども読書の日を中心に、時節をとらえ推薦
図書の展示を実施する。（再掲１４）

「親子探検ツアー」、「一日図書館員」事業
や、地域の施設、団体との連携事業を実施
し、図書館への理解や親しみを深める。
（再掲１５）

読書まつりの実施
（再掲）

学校や地域と連携し、市民の読書への関心を
高めるため、子どもの読書活動に関する各種
イベントを実施する。（再掲１７、１０5）

学校図書館への支援
（再掲）

図書館の団体貸出の利用促進のため、学校
図書館へのリーフレット配布や、団体貸出資
料について利用方法の案内や見学会の実施
を更に充実させていく。（再掲４５、９２）

「よんでみよう」等ブックリストを作成し、ホー
ムページに掲載するなど周知に努める。推薦
図書リスト（新着図書等）を配布する。

外国人市民の子ども
向けサービス

児童・青少年を対象に、同世代で本を薦め合
うなど、主体的に参加して、楽しみながら読書
に親しむ事業（心に残る一冊を紹介する「本
だいすき」等）や近隣小中学校の図書委員等
と連携した事業を実施する。（再掲１６）
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６ 推進体制の整備 

第 1次計画において「本計画を実効性のあるものとするため、進捗状況を

確認し、必要な修正を加えながら総合的・継続的に展開するための組織」と

して庁内に設置した、「千葉市子ども読書活動推進会議」とその下部組織であ

る担当者会議を活用し、引き続き計画の積極的な推進と管理を行います。 

 

 

129 中央図書館

公民館事業の実施 130 生涯学習振興課

講座での周知・啓発 131 男女共同参画課

132 教育指導課

幼保運営課

133 教育指導課

男女共同参画センターで実施する子育て講
座参加者等に対し、パンフレットなどを通じ、
子どもの読書活動の周知・啓発に努める。

保護者・職員等の啓
発研修の促進

PTA、保護者会、職員の研修会等において、
子どもの読書活動の重要性等について啓発
する。

参加型の啓発活動の
工夫

学校単位でPTAや保護者会に協力を依頼し、
図書の整理・修繕等のボランティア活動の実
施を推進する。

家庭教育学級などの主催事業の中で、子ども
の読書の必要性や意義など、子ども読書活
動に関する理解や関心の普及に努める。

【新規】図書館のセット貸出・団体貸出以外
の図書資料を市内小・中・特別支援学校等で
活用する仕組みづくりとして、団体貸出用カー
ドとは別に各学校レファレンス用のカードを配
布し利用の促進を図る。（再掲４６、９３）

【１事業】

134 中央図書館

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

千葉市子ども読書活
動推進会議及び担当
者会議の活用

本計画の事業の推進を図るため、事業の進
捗管理を行うとともに、計画全体について総
合的・継続的に協議し、必要な修正を加える
などの執行管理を行う。
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巻 末 資 料 

 

（子どもの読書関係資料） 

 １ 市立学校関係データ 

 ２ 市立図書館等関係データ 

 

（法令関係等資料） 

 ○子どもの読書活動の推進に関する法律 

 ○文字・活字文化振興法 

 ○千葉市子ども読書活動推進会議設置要綱 
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１ 市立学校関係データ 

 

（１）児童生徒の一人当たり２週間の平均読書冊数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）市立小・中学校における全校一斉読書実施校の割合の推移 

（％） 

 
平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

小学校 ９９．１ １００．０ ９９．１ ９５．５ ９２．８ 

中学校 ９４．５ ９６．４ ９８．２ ９８．２ ９８．２ 
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※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止による休校措置のため未実施。 

 

（３）１週間に１時間以上読書をした児童生徒の割合 
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１ 市立図書館等関係データ 

（１）市立図書館等の児童生徒登録率と児童用図書の貸出冊数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）市立図書館の児童用図書の蔵書数と受入数の推移

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

児童書貸出数

（冊）
1,567,803 1,551,845 1,567,837 1,523,054 1,478,247

児童生徒登録者数

（人） A
55,566 54,674 53,867 53,058 51,615

人口[7～18歳]

（人） B
107,054 106,243 105,279 104,097 102,889

児童生徒登録率

A/B
51.9% 51.5% 51.2% 51.0% 50.2%

30%

40%

50%

60%

70%

1,450

1,475

1,500

1,525

1,550

1,575

1,600

児
童
生
徒
登
録
率

児
童
用
図
書
の
貸
出
数

（
千
冊
）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

寄贈 2,833 2,911 2,689 2,718 2,729

購入 11,230 13,235 9,568 11,252 11,543

蔵書冊数 702,689 699,300 696,243 685,193 674,979

600

650

700

750

2

4
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8

10

12

14

16
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蔵
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（
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冊
）
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（３）市立図書館等のおはなし会の開催回数と参加者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）千葉市地域おはなしボランティアの養成と活動状況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和元年度の地域おはなしボランティアの養成は臨時開催。 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

参加者数 0 0 0 0 20

修了者数 0 0 0 0 20

登録者数 116 116 92 92 101

ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修受講者数 133 109 82 80 66

派遣人数 652 508 518 294 271

派遣回数 235 232 211 108 89

0回

100回

200回

300回

400回

0人

100人

200人

300人

400人

500人

600人

700人

―

―

―

―

―

―

―

―

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

おはなし会参加

者数（人）
18,022 18,765 17,536 17,363 16,249

おはなし会

開催回数（回）
1,125 1,166 1,111 1,073 1,011

700

750

800
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平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

大活字本 11,815 11,940 12,013 11,964 11,973

点字図書 688 720 746 793 823

録音図書 1,617 1,669 1,735 1,767 1,806

2

4

6

8

10

12

14

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

大
活
字
本

（
千
冊
）

点
字
・
録
音
図
書

（
冊
）

（５）市立図書館の障害者サービス資料蔵書数の推移 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（６）団体貸出用資料の貸出冊数 

 
（冊、校、団体）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

学 校 総 数 112 112 111 111 111

利 用 学 校 数 78 80 66 72 66

貸 出 冊 数 15,258 14,880 13,181 13,784 11,310

学 校 総 数 55 55 55 55 55

利 用 学 校 数 17 11 17 19 19

貸 出 冊 数 1,231 1,230 1,570 2,460 1,952

そ の 他 その他の学校

幕張インターナ
ショナル
スクール
1校（620冊）

幕張インターナ
ショナル
スクール
1校（367冊）

登録団体総数 24 24 21 19 19

利 用 団 体 数 17 17 17 16 15

貸 出 冊 数 4,743 4,611 5,097 4,635 4,267

登録団体総数 25 19 22 23 29

利 用 団 体 数 17 14 14 14 19

貸 出 冊 数 4,307 2,647 2,729 2,488 2,976

小 学 校

中 学 校

文 庫

子どもルーム・
読 書 会

年　　　　　度
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子どもの読書活動の推進に関する法律 

（平成十三年十二月十二日法律第百五十四号） 

 

（目的） 

第一条  この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並

びに国及び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活

動の推進に関する必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進

に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に

資することを目的とする。 

（基本理念） 

第二条  子ども(おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。)の読書活動

は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなも

のにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできない

ものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所

において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環

境の整備が推進されなければならない。 

（国の責務） 

第三条  国は、前条の基本理念(以下「基本理念」という。)にのっとり、子

どもの読書活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を

有する。 

（地方公共団体の責務） 

第四条  地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、そ

の地域の実情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及

び実施する責務を有する。 

（事業者の努力） 

第五条  事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっと

り、子どもの読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書

籍等の提供に努めるものとする。 

（保護者の役割） 

第六条  父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活

動の習慣化に積極的な役割を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第七条  国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円

滑に実施されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携

の強化その他必要な体制の整備に努めるものとする。 
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（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条  政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的

な推進を図るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画(以下

「子ども読書活動推進基本計画」という。)を策定しなければならない。 

２  政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、こ

れを国会に報告するとともに、公表しなければならない。 

３  前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条  都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、

当該都道府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道

府県における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画(以下

「都道府県子ども読書活動推進計画」という。)を策定するよう努めなけれ

ばならない。 

２  市町村は、子ども読書活動推進基本計画(都道府県子ども読書活動推進計

画が策定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ど

も読書活動推進計画)を基本とするとともに、当該市町村における子どもの

読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の

推進に関する施策についての計画(以下「市町村子ども読書活動推進計画」

という。)を策定するよう努めなければならない。 

３  都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子

ども読書活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４  前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書

活動推進計画の変更について準用する。 

（子ども読書の日） 

第十条  国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めると

ともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の

日を設ける。 

２  子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３  国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施

するよう努めなければならない。 

（財政上の措置等） 

第十一条  国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を

実施するため必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとす

る。 

   附 則  

 この法律は、公布の日から施行する。  
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文字・活字文化振興法 

（平成十七年七月二十九日法律第九十一号） 

 

（目的） 

第一条  この法律は、文字・活字文化が、人類が長い歴史の中で蓄積してき

た知識及び知恵の継承及び向上、豊かな人間性の涵養並びに健全な民主主義

の発達に欠くことのできないものであることにかんがみ、文字・活字文化の

振興に関する基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らかに

するとともに、文字・活字文化の振興に関する必要な事項を定めることによ

り、我が国における文字・活字文化の振興に関する施策の総合的な推進を図

り、もって知的で心豊かな国民生活及び活力ある社会の実現に寄与すること

を目的とする。 

 

（定義） 

第二条  この法律において「文字・活字文化」とは、活字その他の文字を用

いて表現されたもの(以下この条において「文章」という。)を読み、及び書

くことを中心として行われる精神的な活動、出版活動その他の文章を人に提

供するための活動並びに出版物その他のこれらの活動の文化的所産をいう。 

 

（基本理念） 

第三条  文字・活字文化の振興に関する施策の推進は、すべての国民が、そ

の自主性を尊重されつつ、生涯にわたり、地域、学校、家庭その他の様々な

場において、居住する地域、身体的な条件その他の要因にかかわらず、等し

く豊かな文字・活字文化の恵沢を享受できる環境を整備することを旨とし

て、行われなければならない。 

２  文字・活字文化の振興に当たっては、国語が日本文化の基盤であること

に十分配慮されなければならない。 

３  学校教育においては、すべての国民が文字・活字文化の恵沢を享受する

ことができるようにするため、その教育の課程の全体を通じて、読む力及び

書く力並びにこれらの力を基礎とする言語に関する能力(以下「言語力」と

いう。)の涵養に十分配慮されなければならない。 

 

（国の責務） 

第四条  国は、前条の基本理念(次条において「基本理念」という。)にのっ

とり、文字・活字文化の振興に関する施策を総合的に策定し、及び実施する

責務を有する。
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（地方公共団体の責務） 

第五条  地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、そ

の地域の実情を踏まえ、文字・活字文化の振興に関する施策を策定し、及び

実施する責務を有する。 

 

（関係機関等との連携強化） 

第六条  国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策が円滑

に実施されるよう、図書館、教育機関その他の関係機関及び民間団体との連

携の強化その他必要な体制の整備に努めるものとする。 

 

（地域における文字・活字文化の振興） 

第七条  市町村は、図書館奉仕に対する住民の需要に適切に対応できるよう

にするため、必要な数の公立図書館を設置し、及び適切に配置するよう努め

るものとする。 

２  国及び地方公共団体は、公立図書館が住民に対して適切な図書館奉仕を

提供することができるよう、司書の充実等の人的体制の整備、図書館資料の

充実、情報化の推進等の物的条件の整備その他の公立図書館の運営の改善及

び向上のために必要な施策を講ずるものとする。 

３  国及び地方公共団体は、大学その他の教育機関が行う図書館の一般公衆

への開放、文字・活字文化に係る公開講座の開設その他の地域における文

字・活字文化の振興に貢献する活動を促進するため、必要な施策を講ずるよ

う努めるものとする。 

４  前三項に定めるもののほか、国及び地方公共団体は、地域における文

字・活字文化の振興を図るため、文字・活字文化の振興に資する活動を行う

民間団体の支援その他の必要な施策を講ずるものとする。 

 

（学校教育における言語力の涵養） 

第八条  国及び地方公共団体は、学校教育において言語力の涵養が十分に図

られるよう、効果的な手法の普及その他の教育方法の改善のために必要な施

策を講ずるとともに、教育職員の養成及び研修の内容の充実その他のその資

質の向上のために必要な施策を講ずるものとする。 

２  国及び地方公共団体は、学校教育における言語力の涵養に資する環境の

整備充実を図るため、司書教諭及び学校図書館に関する業務を担当するその

他の職員の充実等の人的体制の整備、学校図書館の図書館資料の充実及び情

報化の推進等の物的条件の整備等に関し必要な施策を講ずるものとする。
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（文字・活字文化の国際交流） 

第九条  国は、できる限り多様な国の文字・活字文化が国民に提供されるよ

うにするとともに我が国の文字・活字文化の海外への発信を促進するため、

我が国においてその文化が広く知られていない外国の出版物の日本語への翻

訳の支援、日本語の出版物の外国語への翻訳の支援その他の文字・活字文化

の国際交流を促進するために必要な施策を講ずるものとする。 

 

（学術的出版物の普及） 

第十条 国は、学術的出版物の普及が一般に困難であることにかんがみ、学術

研究の成果についての出版の支援その他の必要な施策を講ずるものとする。 

 

（文字・活字文化の日） 

第十一条 国民の間に広く文字・活字文化についての関心と理解を深めるよう

にするため、文字・活字文化の日を設ける。 

２ 文字・活字文化の日は、十月二十七日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の日には、その趣旨にふさわしい

行事が実施されるよう努めるものとする。 

 

（財政上の措置等） 

第十二条 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策を実施

するため必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

 

   附 則  

 

 この法律は、公布の日から施行する。  



第４次 千葉市子ども読書活動推進計画 
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千葉市子ども読書活動推進会議設置要綱 

 

（設置） 

第１条 千葉市子ども読書活動推進計画を実効性のあるものとするため、進捗

状況を確認し、必要な修正を加えながら総合的・継続的に展開する組織とし

て、千葉市子ども読書活動推進会議（以下「推進会議」という）を設置する。 

（組織） 

第２条 推進会議は、別表第１に掲げる者をもって組織する。 

（委員長及び副委員長） 

第３条 推進会議に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、生涯学習部長をもって充てる。 

３ 委員長は、会務を総理する。 

４ 副委員長は、学校教育部長及び中央図書館長をもって充てる。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けた

ときはその職務を代理する。 

（会議） 

第４条 推進会議は、必要に応じて委員長が招集する。 

（担当者会議） 

第５条 推進会議の事務を調整するため担当者会議を設置する。 

２ 担当者会議は、中央図書館管理課長、教育指導課長及び別表２に掲げる課等

に所属するもののうち当該課等の長が指定する者をもって組織する。 

３ 担当者会議に座長及び副座長を置く。 

４ 座長は、中央図書館管理課長、副座長は、教育指導課長をもって充てる。 

（事務局） 

第６条 推進会議の事務局を中央図書館管理課に置く。 

（委任） 

第７条 この要綱で定めるもののほか、推進会議の運営に関して必要なことは、

委員長が別に定める。 

 

附 則 １ この要綱は、平成１６年５月２８日から施行する。 

附 則 １ この要綱は、平成２２年５月２６日から施行する。 

附 則 １ この要綱は、平成２３年５月２５日から施行する。 

附 則 １ この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 １ この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 １ この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 
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別表第１（第２条関係） 

教育委員会事務局 

生涯学習部長、学校教育部長、中央図書館長、総務課長、企画課長、

教育職員課長、教育指導課長、教育センター副所長、生涯学習振興

課長、中央図書館管理課長、中央図書館情報資料課長 

市 民 局 市民総務課長、男女共同参画課長 

保 健 福 祉 局 健康支援課長 

こ ど も 未 来 局 こども企画課長、健全育成課長、幼保支援課長、幼保運営課長 

 

別表第２（第５条関係） 

教育委員会事務局 
総務課、企画課、教育職員課、教育指導課、教育センター、生涯学

習振興課、中央図書館管理課、中央図書館情報資料課 

市 民 局 市民総務課、男女共同参画課 

保 健 福 祉 局 健康支援課 

こ ど も 未 来 局 こども企画課、健全育成課、幼保支援課、幼保運営課 
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